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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
固形物が混入する被処理液を回転体内に供給して遠心力で固液分離し、少なくとも分離し
た液体を連続的に排出する遠心分離機において、被処理液は固形物が混入する油であって
、該油に溶解しにくく且つ流動性を持ち、粘度を１０，０００～２００，０００ｃｐｓに
調整した高分子物質からなる粘稠性物質を固形物捕捉剤として回転体内に一定量供給した
のち、前記油を連続供給して遠心力で固液分離し、分離した清澄油を連続的に排出し、所
定時間後に前記油の供給を停止して回転体内容物を排出することを特徴とする遠心分離機
による固液分離方法。
【請求項２】
固形物が混入する被処理液を回転体内に供給して遠心力で固液分離し、少なくとも分離し
た液体を連続的に排出する遠心分離機において、被処理液は固形物が混入する油であって
、該油に溶解しにくく且つ流動性を持ち、粘度を１０，０００～２００，０００ｃｐｓに
調整した高分子物質からなる粘稠性物質を固形物捕捉剤として回転体内に連続供給しなが
ら、前記油を連続供給して遠心力で固液分離し、分離した清澄油と前記固形物捕捉剤とを
連続的に排出することを特徴とする遠心分離機による固液分離方法。
【請求項３】
前記遠心分離機が、回転体内に截頭円錐形状の薄板からなる分離板が軸方向に多数積層し
て内設した分離板型遠心分離機である請求項１又は請求項２に記載の遠心分離機による固
液分離方法。
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【請求項４】
前記固形物捕捉剤が高分子凝集剤を水で溶解して所定濃度に調整した粘稠性物質である請
求項１、請求項２又は請求項３に記載の遠心分離機による固液分離方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、固形物が混入する被処理液を高速回転する回転体内に供給して遠心力で固液分
離し、少なくとも分離した液体を連続的に排出する遠心分離機による固液分離方法に関す
るものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、固形物や水分などを含有する潤滑油や燃料油などから、それらの固形物や水分など
を分離除去して清浄油を回収したり、有用な固形物を含有する各種液体から固形物を分離
して回収する固液分離などに、高速で回転する回転体の高い遠心力による比重差で固形物
を分離する遠心分離機が使用されている。
【０００３】
また、前記遠心分離機の中でも、回転体内に多数の分離板を積層した分離板群を装着し、
分離板群の大きい沈降面積を利用して微粒子などを効率よく分離することができる分離板
型遠心分離機が多くの産業分野で利用されており、特に船舶における潤滑油や燃料油の清
浄化には一般的に多数使用されている。
【０００４】
従来の遠心分離機について、分離板型遠心分離機を例として図２に基づいて説明すると、
分離板型遠心分離機は、外周部にスラッジ排出孔１３を有する回転胴１１と回転胴１１上
部を覆蓋する回転体蓋部１２から主になる回転体１０を回転軸２２に固定し、回転体１０
内に、截頭円錐形状の薄板からなる分離板１４が回転体の軸方向に多数積層して形成され
た分離板群１５およびスラッジ排出孔１３を開閉する弁シリンダ１６を装着している。
【０００５】
前記遠心分離機による分離操作は、回転体１０の軸心位置に挿入されて装着された原液供
給管１７の原液入口２８から原液を供給し、供給された原液は、案内筒２０を下降して回
転体１０の分離室内に導入され、回転軸２２を介して回転される回転体１０の高速回転に
よる遠心力で、比重の軽い軽液と比重の重い重液や固形物を比重差で分離する。
【０００６】
分離された重液や固形物は、回転体１０内の最大径部に蓄積され、軽液は分離板群１５の
間隙を上向流通して軽液排出流路に具備された軽液排出インペラ１８により汲み出されて
、軽液出口２６から回転体１０外に排出される。また、前記の軽液の分離排出においては
、軽液が分離板群１５の間隙を上向流通する間に、残存する重液や固形物が更に沈降分離
されるため、効率的に清澄化が促進されることになる。
【０００７】
また、回転体１０の最大径部に蓄積された重液および固形物の内の重液は、一定量蓄積す
ると重液案内板２１と回転体蓋１２内壁とで形成された重液流路を経て、重液インペラ１
９により汲み出されて、重液出口２７から回転体１０外に排出される。
【０００８】
なお、前記軽液及び重液の排出は、回転体１０に内設された調節板２５により、液蓄積位
置を調節することによって、制御される。
【０００９】
また、給水装置２４から所定の時間間隔で水を供給することにより、パイロットバルブ２
３の作動及び停止を制御し、それにより、内設された弁シリンダ１６を上下に摺動させ、
最大径部に具備されたスラッジ排出孔１３を開閉制御することにより、回転体１０の最大
径部に蓄積された固形物と一部の重液からなるスラッジの排出が制御される。（例えば、
特許文献１参照。）。
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【００１０】
また、前記分離板型遠心分離機には、重液排出インペラや調節板を設けずに、重液を排出
する構造やノズル式スラッジ排出孔から連続的にスラッジを排出する構造又は弁シリンダ
式スラッジ排出とノズル式スラッジ排出とを併用した装置も一般的に知られている（例え
ば、特許文献２参照。）。
【００１１】
なお、本発明は、前記分離板型遠心分離機のみに適用されるものではなく、固形物が混入
する被処理液を回転体内に供給して遠心力で固液分離し、少なくとも分離した液体を連続
的に排出する遠心分離機であれば、無孔バスケット型遠心分離機なども適用が可能である
。
【００１２】
【特許文献１】
特公昭５７－０３４０２３号公報
【特許文献２】
特開２００１－２３９１８４号公報
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
前記従来の遠心分離機における固液分離方法では、軽液、重液および固形物の分離が効率
的に行われ、清澄度の高い軽液を容易に得ることができるが、スラッジ量が多くなると、
弁開閉式スラッジ排出構造では、スラッジを排出する弁シリンダの開閉回数が多くななる
ため、弁シリンダや弁パッキンなどの摩耗が激しくなり、部品交換による経費や運転時間
ロスが大きくなる問題がある。また、ノズル式スラッジ排出構造では、ノズル部でのスラ
ッジの蓄積などによる排出不良を起す恐れもある。特に、固着しやすい固形物を含有する
被処理液では、固形物が回転体の内壁に固着するため、排出が不可能となる問題があり、
また、従来の遠心分離方法では、固形物の大きさや比重による分級操作は不可能である。
【００１４】
本発明は、前記の問題に鑑みてなされたものであり、固形物が多く混入する被処理液、固
着しやすい固形物を混入する被処理液又は破壊されやすい固形物を混入する被処理液であ
っても、支障なく分離して容易に排出でき、更に、固形物の分級も行うことができる遠心
分離機による固液分離方法を提供する目的で成されたものである。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するための本発明の要旨は、請求項１に記載の発明においては、固形物が
混入する被処理液を回転体内に供給して遠心力で固液分離し、少なくとも分離した液体を
連続的に排出する遠心分離機において、被処理液は固形物が混入する油であって、該油に
溶解しにくく且つ流動性を持ち、粘度を１０，０００～２００，０００ｃｐｓに調整した
高分子物質からなる粘稠性物質を固形物捕捉剤として回転体内に一定量供給したのち、前
記油を連続供給して遠心力で固液分離し、分離した清澄油を連続的に排出し、所定時間後
に前記油の供給を停止して回転体内容物を排出することを特徴とする遠心分離機による固
液分離方法である。
【００１６】
前記の構成により、分離固形物を被処理液に溶解しにくく且つ流動性を持つ粘稠性物質を
固形物捕捉剤内に捕捉して保持し、その後に排出することにより、固形物が回転体の内壁
に固着して、排出が不可能となる問題を生じる恐れがないため、固形物が多く混入する被
処理液、固着しやすい固形物を混入する被処理液又は破壊されやすい固形物を混入する被
処理液であっても、支障なく分離して容易に排出することができる。また、固形物に合わ
せて固形物捕捉剤の粘度や比重を適宜に調整することにより、固形物捕捉剤における固形
物の沈降速度差で分級操作が可能となる。
【００１７】
また、請求項２に記載の発明においては、固形物が混入する被処理液を回転体内に供給し
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て遠心力で固液分離し、少なくとも分離した液体を連続的に排出する遠心分離機において
、被処理液は固形物が混入する油であって、該油に溶解しにくく且つ流動性を持ち、粘度
を１０，０００～２００，０００ｃｐｓに調整した高分子物質からなる粘稠性物質を固形
物捕捉剤として回転体内に連続供給しながら、前記油を連続供給して遠心力で固液分離し
、分離した清澄油と前記固形物捕捉剤とを連続的に排出することを特徴とする遠心分離機
による固液分離方法である。
【００１８】
前記の構成により、分離固形物を被処理液に溶解しにくく且つ流動性を持つ粘稠性物質を
固形物捕捉剤内に捕捉して保持して連続的に排出することにより、固形物が回転体の内壁
に固着して、排出が不可能となる問題を生じる恐れがないため、固形物が多く混入する被
処理液、固着しやすい固形物を混入する被処理液又は破壊されやすい固形物を混入する被
処理液であっても、支障なく分離して容易に排出することができる。また、固形物に合わ
せて固形物捕捉剤の粘度や比重を適宜に調整することにより、固形物捕捉剤における固形
物の沈降速度差で分級操作が可能となる。
【００１９】
また、請求項３に記載の発明においては、請求項１又は請求項２に記載の遠心分離機によ
る固液分離方法において、遠心分離機が、回転体内に截頭円錐形状の薄板からなる分離板
が軸方向に多数積層して内設した分離板型遠心分離機である遠心分離機による固液分離方
法である。
【００２０】
前記の構成により、請求項１における前記効果の他に、軽液が分離板の間隙を上向流通す
る間に、残存する重液や固形物が更に沈降分離され、効率的に清澄化が促進されるため、
軽液、重液および固形物の分離が効率的に行われ、清澄度の高い軽液を容易に得ることが
できる。
【００２１】
また、請求項４に記載の発明においては、請求項１、請求項２又は請求項３に記載の遠心
分離機による固液分離方法において、前記固形物捕捉剤が高分子凝集剤を水で溶解して所
定濃度に調整した粘稠性物質である遠心分離機による固液分離方法である。
【００２２】
前記の構成により、請求項１、請求項２又は請求項３における前記効果を最大限に発揮す
ることができる。
【００２３】
前記において、固形物捕捉剤としては、ヤマイモ分離エキス、ゼラチン、生物産生粘性物
質、アルギン酸塩、寒天、ゼラチンなどの天然高分子物質、ポリビニルアルコール、ポリ
アクリル酸、ポリアクリルアミドなどの合成高分子物質、その他にアニオン高分子凝集剤
、カチオン高分子凝集剤又はノニオン高分子凝集剤など水処理において使用される各種の
凝集剤が使用でき、それらを水などの適宜溶剤で溶解し、被処理液の種類及び被処理液中
の固形物の種類により適宜に濃度を調整し、ゲル状物質、ゾル状物質又は高粘度物質の粘
稠性物質として用いられる。
【００２４】
また、固形物捕捉剤を粘度で調整すると、１０，０００～２００，０００ｃｐｓ、好まし
くは、２５，０００～１５０，０００ｃｐｓを示す粘稠性物質を用いるのが好ましく、そ
の比重は１．０～１．１程度が好ましいが、本発明は、被処理液に溶解しにくく且つ流動
性を持つ粘稠性物質であればよく、それらには限定されない。
【００２５】
また、本分離方法において対象とする固形物が混入する被処理液としては、無機固形物を
０．１～２．０ｗｔ％含有する燃料油、廃鉱物油及び使用済食用油などの油脂、プランク
トンなどの微生物を含有する水、複数の比重差を持つ固形物を含有して分級する必要のあ
る油脂又は水などに適用することができる。
【００２６】
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【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。図１は本発明の一実施の形態の遠心分離
機の回転体部を拡大断面図として示した固液分離装置の系統図、図２は従来の遠心分離機
の回転体部の拡大断面図である。なお、図１における符番において、回転体の各部におい
ては図２と同一の番号を付した。
【００２７】
図１において、符番１は、図示しないケーシング内に、外周部にスラッジ排出孔１３を有
する回転胴１１と回転胴１１上部を覆蓋する回転体蓋部１２から主になる回転体１０を回
転軸２２に固定し、回転体１０内に、截頭円錐形状の薄板からなる分離板１４が回転体の
軸方向に多数積層して形成された分離板群１５およびスラッジ排出孔１３を開閉する弁シ
リンダ１６を装着している分離板型遠心分離機である。
【００２８】
また、前記分離板型遠心分離機１は、回転体１０の軸心位置に原液供給管１７が挿入され
て装着され、供給される原液を回転体１０の分離室内に導入する案内筒２０が原液供給管
１７と同心的に設けられ、分離板群１５の間隙を上向流通した軽液を排出する軽液排出流
路に具備される軽液排出インペラ１８と、回転体１０の最大径部に蓄積された重液および
固形物の内の重液を排出する重液案内板２１と回転体蓋１２内壁とで形成された重液流路
を経て、重液排出流路に具備される重液インペラ１９と、軽液及び重液の排出を調整する
調節板２５が内設されている。
【００２９】
また、内設された弁シリンダ１６を上下に摺動させ、最大径部に具備されたスラッジ排出
孔１３を開閉制御するための、作動水の給水装置２４およびパイロットバルブ２３が設け
られている。
【００３０】
符番２は、固形物が混入する被処理液（以下原液という）を貯留する原液槽、符番３は、
遠心分離機１で固形物が分離され、清澄化された処理液を貯留する清澄液槽、符番４は、
被処理液に溶解しにくく且つ流動性を持つゲル状物質、ゾル状物質又は高粘度物質の内の
少なくとも１つの固形物捕捉剤を貯留する固形物捕捉剤槽である。
【００３１】
また、符番５は、原液を原液槽２から遠心分離機１に供給する原液供給ポンプ、符番６は
、固形物捕捉剤を固形物捕捉剤槽４から遠心分離機１に供給する固形物捕捉剤供給ポンプ
である。
【００３２】
前記固液分離装置により、例えば、固形物が混入する油脂を原液とし、高分子凝集剤を水
で溶解して所定粘度や比重に調整した高粘度物質を固形物捕捉剤として処理する方法につ
いて、以下詳述する。
【００３３】
遠心分離機１を稼動したのち、固形物捕捉剤槽４で高分子凝集剤を水で溶解して所定比重
の濃度に調整し、調整したゲル状の流動物（以下捕捉物質という。）を固形物捕捉剤供給
ポンプ６で固形物捕捉剤供給経路ｂを経て、回転体１０の軸心位置に挿入されて装着され
た原液供給管１７の原液入口２８から回転体１０内に供給すると、捕捉物質は回転体１０
の最大径部に一定量蓄積されたのち、重液案内板２１と回転体蓋１２内壁とで形成された
重液流路を経て、重液インペラ１９により汲み出され、固形物捕捉剤循環経路ｄから固形
物捕捉剤槽４に循環される。
【００３４】
前記流動物の循環を継続しながら、原液槽２より原液を原液供給ポンプで原液供給経路ａ
を経て回転体１０の軸心位置に挿入されて装着された原液供給管１７の原液入口２８から
供給し、供給された原液は、案内筒２０を下降して回転体１０の分離室内に導入され、回
転軸を介して回転される回転体１０の高速回転による遠心力で、比重の軽い油脂（以下軽
液という）と比重の重い固形物および水と固形物の混合物（以下重液という）が比重差で
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分離される。
【００３５】
分離された重液や固形物は、回転体１０内の最大径部に蓄積され、軽液は分離板群１５の
間隙を上向流通して軽液排出流路に具備された軽液排出インペラ１８により汲み出されて
、軽液出口２６から回転体１０外に排出され、軽液排出流路ｃを経て清澄液槽３に貯留さ
れる。
【００３６】
なお、前記の軽液の分離排出においては、軽液が分離板群１５の間隙を上向流通する間に
、残存する重液や固形物が更に沈降分離されるため、効率的に清澄化が促進されることに
なる。
【００３７】
また、回転体１０の最大径部に蓄積された重液および固形物の内の重液は、一定量蓄積す
ると重液案内板２１と回転体蓋１２内壁とで形成された重液流路を経て、重液インペラ１
９により汲み出されて、重液出口２７から回転体１０外に排出される。
【００３８】
なお、前記軽液及び重液の排出は、回転体１０に内設された調節板２５により、重液蓄積
位置を調節することによって、制御される。
【００３９】
また、給水装置２４から所定の時間間隔で水を供給することにより、パイロットバルブ２
３の作動及び停止を制御し、それにより、内設された弁シリンダ１６を上下に摺動させ、
最大径部に具備されたスラッジ排出孔１３を開閉制御することにより、回転体１０の最大
径部に蓄積された固形物と一部の重液からなるスラッジの排出が制御されるが、殆どの固
形物は流動物に捕捉されて排出されるため、殆どスラッジ排出孔１３を開閉操作する必要
がないか、少なくとも従来の方法と比較して、そのスラッジ排出孔１３の開閉頻度は少な
くなる。
【００４０】
また、固形物に合わせて固形物捕捉剤の粘度や比重を適宜に調整することにより、固形物
捕捉剤における固形物の沈降速度差で分級操作が可能である。
【００４１】
【実施例】
次に本発明の方法により固形物濃度を調整したタービン油を処理した実施例について説明
する。
タービン油３２番に関東ローム１１番を固形物濃度０．３ｋｇ／ｍ３に調整したものを原
液とした。また、固形物捕捉剤として、アニオン高分子凝集剤を水で溶解して２ｗｔ％濃
度に調整した高粘度物質を用いた。
試験方法は、分離板型遠心分離機の回転体を、１１，１５０Ｇの遠心力で回転させ、固形
物捕捉剤を固形物捕捉剤供給ポンプにより２Ｌ／Ｈｒで、原液供給管に接続した固形物捕
捉剤供給管を介して回転体内に供給し、重液排出管を介して排出し循環した。被処理液は
１００Ｌ／Ｈｒで原液供給管から供給した。
【００４２】
前記の試験により、極めて回転体内壁に固着しやすい関東ロームが、固形物捕捉剤中に分
散捕捉され、回転体壁面に固着することなく排出され、また、軽液として清澄なタービン
油を得ることができ、長時間連続運転が可能であった。
【００４３】
また、前記試験終了後、回転体内の固形物捕捉剤、タービン油及び関東ロームの混在する
液を全量回収し、回分式遠心沈降管で１，０００Ｇの遠心力により分離した結果、清澄な
タービン油と関東ロームを分散混合した固形物捕捉剤に分離し、関東ロームの沈降はなか
った。この結果、固形物が固形物捕捉剤に捕捉され、安定的に分散されていることが判明
した。また、固形物捕捉剤を長時間循環使用することにも問題ないことが判明した。
【００４４】
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【発明の効果】
本発明は固形物が多く混入する被処理液、固着しやすい固形物を混入する被処理液又は破
壊されやすい固形物を混入する被処理液であっても、支障なく分離して容易に排出でき、
更に、固形物の分級も行うことができる遠心分離機による固液分離方法である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態の遠心分離機の回転体部を拡大断面図として示した固液分
離装置の系統図
【図２】従来の遠心分離機の回転体部の拡大断面図
【符号の説明】
１：分離板型遠心分離機
２：原液槽
３：清澄液槽
４：固形物捕捉剤槽
５：原液供給ポンプ
６：固形物捕捉剤供給ポンプ
１０：回転体

【図１】 【図２】
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